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関東地区公共図書館協議会 

平成26年度事業結果 

事  業

名  

開催日  会  場  内  容  

 

幹 事 会 

平成 26年  

６月 19日  

（第１回）  

静岡県静岡市  

静岡県男女共同

参画センター

「あざれあ」  

参加者：21 名  

1 平成26・27年度役員の改選について 

2 平成25年度事業結果及び決算について 

3 平成26年度事業計画(案)及び予算(案)について 

4 平成27年度関東地区公共図書館関係諸会議等の開催計画(案)に 

  ついて 

平成 27年  

３月６日  

（第２回）  

東 京 都 港 区 

都立中央図書館 

参加者：22名 

1  平成 27年度事業計画 (案 )について  

2  平成 28年度関東地区公共図書館関係諸会議等の開催計画

(案 )について  

総  会  

平成 26年  

６月 19日  

 

静岡県静岡市  

静岡県男女共同

参画センター

「あざれあ」  

参加者 :63名  

1 平成26・27年度役員の改選について 

2 平成25年度事業結果及び決算について 

3 平成26年度事業計画(案)及び予算(案)について 

4 平成27年度関東地区公共図書館関係諸会議等の開催計画(案)に 

  ついて 

研究  

発表  

大会  

 

平成 26年  

６月 19日  

  ～ 20日  

静岡県静岡市  

静岡県男女共同

参画センター

「あざれあ」  

参加者 :113名  

 

[1 日目] 

1 基調講演  

「静岡からの情報発信～幼児指導絵本『あそび』について」 

平野雅彦氏（静岡大学教育学部特任教授／人文社会科学部客員教授） 

2 事例発表 

「『静岡県史』収集資料の活用～『授業の種』と『伊豆歴史散歩』」 

石井一則氏（静岡県立中央図書館 指導主事） 

「富士山関係資料のデジタル化について」 

菊地倫太郎氏（静岡県立中央図書館 指導主事） 

 

[2 日目] 

3 講演 

「家庭文庫から友の会まで ～静岡の図書館支援活動～ 」 

草谷桂子氏（児童文学者・家庭文庫「トモエ文庫」主宰） 

4 事例発表 

「静岡書店大賞の取組み」 

野尻 真氏（前静岡書店大賞事務局長） 
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事  業

名  

開催日  会  場  内  容  

全国公

共図書

館研究  

集会  

（サービ

ス部門、

総合・経

営部門）  

平成 26年  

10月９日  

～ 10 日  

群馬県高崎市  

高崎市立中央

図書館・高崎市

総合保健セン

ター  

参加者： 208 名  

 

基調講演 

「地域に根づく図書館活動 ～つながる図書館、つなげる司書～」 

 糸賀雅児氏（慶応義塾大学文学部教授） 

事例発表① 

「まちづくりに活きる図書館とは？ 

     ～持ち寄り・見つけ・分け合う広場をめざして～ 」 

 嶋田学氏（岡山県瀬戸内市教育委員会 新図書館開設準備室長） 

事例発表② 

「非日常を振り返って ～地域と図書館が考えること～ 」 

 髙橋将人氏（福島県南相馬市立中央図書館 司書） 

事例発表③ 

「来館困難な方への図書館サービス  

～元気はいたつ便を中心に～」 

  天野良枝氏（愛知県田原市中央図書館 主査） 

事例発表④ 

 「安全・安心な図書館サービスへ ～危機管理を考える～」 

  中沢孝之氏（群馬県草津町立図書館 係長） 

 報告 

 「図書館に関する情勢報告」  

  森 茜氏（公益社団法人日本図書館協会理事長）  

 「国立国会図書館における震災資料の収集・保存事業について」 

  諏訪康子氏（国立国会図書館電子情報部）  

 

 全体会（パネルディスカッション） 

 「地域を支えはぐくむ図書館サービスとは」 

  コーディネーター 糸賀雅児氏 

  パネリスト    嶋田 学 氏 

           髙橋将人氏 

           天野良枝氏 

           中沢孝之氏 
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関係諸会議の状況  

会  議  名  開催年月日  会   場  内     容   

都県立図書

館  

館 長 会 議 

平成 26年   

９月 26日  

 

茨城県水戸市 

茨城県立図書館 

参加者： 19名  

 

 

協議事項  

(1)都道府県立図書館での資料保存について  

 

聴取事項  

(1)所蔵資料の遠隔地返却（県内公共図書館・県有

施設設等）について  

(2)広報（ｳｪﾌﾞｻｲﾄやﾁﾗｼ･ﾎﾟｽﾀｰ等）の多言語による  

対応状況と多言語サービスに関する職員研修に

ついて  

(3)学校図書館への支援について  

(4)子どもの読書活動推進センターについて   

(5)電子媒体の地域行政資料の収集・保存・提供の  

状況について   

(6)生涯学習関連事業・ボランティア活動の推進に  

ついて  

(7)県立図書館貸出資料の遠隔地返却サービスの

現状と課題   

関東･甲信越静 

地区図書館 

地区別研修 

平成 26年  

12月２日  

  ～５日  

栃木県宇都宮市 

栃 木 県 庁 東 館 講

堂・宇都宮市立南図

書館 

参加者： 124名  

基調講演「公共図書館の課題と展望」  

山本順一氏（桃山学院大学教授）   

講義①「地域づくりと図書館  ～リトルプレス  

 『そこら』作成について～  」  

山梶瑞穂氏（東近江市立八日市図書館）   

講義②「図書館システムとプライバシー・セキュリ   

ティ」  

高野一枝氏（元・図書館システムベンダー勤務） 

講義・演習①「図書館コレクション構成の理論と  

実際」  

内野安彦氏（前塩尻市立図書館長、常磐大学等  

非常勤講師）   

講義③「障害者サービス  誰もが使える図書館を  

目指して」  

佐藤聖一氏（埼玉県立久喜図書館）   

講義④「学校図書館と公共図書館との連携協力」  

高宮光江氏（国際子ども図書館）  

 

 特別講演「『みんなのとしょかん』  

プロジェクトの取組」  

  川端秀明氏（一般社団法人みんなのとしょかん  

       代表理事）  

施設見学  宇都宮市立南図書館  

（宇都宮市立南図書館職員） 

  

講義・演習②「レファレンス・サービスの考え方」 

高田高史氏 (神奈川県立川崎図書館 ) 

  

 



4 

 

 

 


